
音楽×地域づくり

ハイブリッドウインドオーケストラ
第３回　定期演奏会　ニューイヤーコンサート

住みたい住みたい　　住んでよかった住んでよかった　　魅力いっぱい魅力いっぱい　　元気な浜田元気な浜田 ～～　　豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち　　～～
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令和５年令和５年
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不
在
者
投
票

選
挙
公
報
の
配
布

投
票
す
る
場
所
が

変
更
と
な
る
投
票
所

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、
入
所
中
の
場
合
、

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
、
本
人
か
ら
直
接
又
は
投
票
管
理
者

（
病
院
長
な
ど
）
を
と
お
し
て
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
（
一
時
滞
在
地
）
で
行
う
不
在
者
投
票

出
張
・
旅
行
な
ど
で
不
在
と
な
り
、
投
票
日

当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
郵
便
等
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持

者
や
介
護
保
険
の
要
介
護
者
の
う
ち
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
や
代
理
記
載
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

る
船
員
の
投
票

「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」
が
公
布
さ
れ

て
い
る
船
員
が
投
票
所
で
投
票
す
る
と
き
は
、

入
場
整
理
券
と
一
緒
に
、
必
ず
こ
の
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

４
月
７
日
㈮
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す

が
、
届
か
な
い
と
き
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

及
び
各
支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

新投票所 旧投票所 対象区域

長浜まちづくりセンター
（JR西浜田駅横） 長浜幼稚園 熱田町（１、４～10、14）

投 票 日
４月９日 ㈰

４月１日 ㈯ ～

３月24日 ㈮ ～

期日前投票期間
島根県知事選挙

島根県議会議員一般選挙

平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４
年
12
月
30
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
浜
田
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

県
内
で
住
所
を
異
動
し
た
人

令
和
４
年
12
月
31
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村

か
ら
浜
田
市
へ
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
あ
れ
ば
、
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、投
票
所
に
お
い
て
証
明
書（
※
）

の
提
示
又
は
住
所
の
確
認
が
必
要
で
す
。

市
内
で
住
所
を
異
動
し
た
人

３
月
14
日
以
降
に
転
居
届
を
出
し
た
人
は
、

前
住
所
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

※

証
明
書
…
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」
は
、
県
内
各
市
町
村
の

住
民
票
担
当
窓
口
で
申
請
が
で
き
ま
す
（
料

金
は
無
料
で
す
）。
証
明
書
の
提
示
が
な
く

て
も
、
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所
で
住
所

の
確
認
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
投
票
で

き
ま
す
が
、
確
認
が
で
き
る
ま
で
お
待
ち
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
事

前
に
証
明
書
を
取
得
の
上
、
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

投票日の投票については、広報はまだ４月号で
詳しくお知らせします。

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票

入
場
整
理
券

投
票
日
当
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
や
、
病
気

や
出
産
、
身
体
の
障
が
い
な
ど
で
投
票
所
へ
の
入
場

が
困
難
な
場
合
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
、
当
日
の
投
票
所
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、

期
日
前
投
票
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

３
月
22
日
㈬
頃
に
届
く
予
定
で
す
。
１
枚
の

は
が
き
に
、
世
帯
別
で
最
大
４
人
分
の
入
場
整

理
券
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
は
が
き
を
開
き
、

切
り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

入
場
整
理
券
を
失
く
し
た
場
合
で
も
、
受

付
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
投
票
で
き
ま
す
。

期日前投票所
設置場所 設置期間 受付時間

浜田 市役所本庁
　第２東分庁舎

３月24日㈮～
４月８日㈯

午前８時30分～
午後８時

金城 市役所金城支所

４月２日㈰～
４月８日㈯

午前８時30分～
午後７時

旭 旭保健センター

弥栄 弥栄会館

三隅 市役所三隅支所分室

島根県知事選挙・
島根県議会議員一般選挙

問合せ
　選挙管理委員会事務局　☎㉕９８１０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

各
投
票
所
で
は
、
手
指
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー

ル
の
設
置
や
使
い
捨
て
鉛
筆
の
使
用
、
事
務
従

事
者
の
マ
ス
ク
着
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

投
票
に
お
越
し
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
の
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
所

下
表
の
５
か
所
で
す
。
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所

で
も
投
票
で
き
ま
す
が
、
設
置
期
間
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

印
鑑
は
不
要
で
す
。

※

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。裏
面
が
期
日
前
投
票
宣
誓
書（
兼
請
求
書
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
太
枠
内
を

記
入
の
上
、
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

移
動
期
日
前
投
票
所

平
成
28
年
度
に
統
合
と
な
っ
た
弥
栄
町

と
三
隅
町
の
旧
投
票
所
に
お
い
て
は
、
移

動
期
日
前
投
票
所
で
も
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

具
体
的
な
日
時
は
、
入
場
整
理
券
と
併

せ
て
対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

期日前投票期間
期日前投票 当日投票

３月24日㈮～
    31日㈮

４月１日㈯～
　　８日㈯ ４月９日㈰

県知事選挙
のみ投票
できます

県知事選挙
　　　　　　　どちらも投票
県議会議員　　できます
一般選挙
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毎年、３月から４月にかけては、転入・転出・転居が多く、当日、水道の使用開始又は中止の
連絡をいただいても、対応できない場合があります。
できるだけ手続を円滑に行うため、実際に水道を使用開始、又は中止する日から３営業日前ま

でに電話で連絡をお願いします。受付は時間内に限りますので、忘れないようお手続きください。
※　市ホームページでは24時間受け付けています。
連絡先　上下水道部水道管理課料金係　☎㉕９９０３
受付時間　月～金曜日（祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分

「くらしの情報広場」もご覧ください。
・ごみ処理場への直接搬入…Ｐ15    ・飼い犬の手続…Ｐ16　　・原付・軽自動車などの廃車手続…Ｐ17

住所変更の形態 届出の
種類 届出の時期

浜田市外から市内
に引っ越したとき 転入届 引っ越した日から14日以内

浜田市内から市外
へ引っ越すとき 転出届 新住所が決まったら速やかに

浜田市の中で引っ
越したとき 転居届 引っ越した日から14日以内

※　転入届の場合は、事前に前住所の市区町村役
場へ転出届を行ってください。

届出先 総合窓口課及び各支所市民福祉課・地域行政窓口（長
浜、周布、美川、大麻、国府、有福、杵束まちづくりセンター）

※　地域行政窓口を利用する場合は、別途、総合窓口課又は
各支所市民福祉課での手続が必要となる場合があります。

注意事項
・窓口では本人確認を行います。運転免許証など公的機関
　が発行した顔写真付きの身分証明書を持参してください。
・健康保険証・年金手帳などについては、２点での確認と
　なります。
・マイナンバーカード又は住民基本台帳カードをお持ちの
　人は必ず持参してください。

問合せ　総合窓口課住民異動係　☎㉕９４０１
　　　　各支所市民福祉課

利用できる手続・問合せ
①住民異動届（転入・転出など）、印鑑登録、各種
証明書の交付（住民票の写しなど）、マイナンバー

　カード関係（申請・交付など）
総合窓口課 総合窓口係　☎㉕９４００

　　　　　　　住民異動係　☎㉕９４０１
②国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、子ど
も医療、国民年金の各種申請・届出
保険年金課 国保係　　　☎㉕９４１０

　　医療年金係　☎㉕９４１１
③保育所（園）入退所、児童手当、児童扶養手当、
放課後児童クラブ入退会の各種申請・届出
子ども・子育て支援課

　　　　　　　　保育所幼稚園係　　☎㉕９３３０
　　　　　　　　子ども政策係　　　☎㉕９３３１
　　　　　　　　子ども家庭相談係　☎㉕９３３１
④水道の使用開始・中止に関する手続
　上下水道部水道管理課 料金係　　☎㉕９９０３

注意事項
・本庁のみの実施で、各支所やまちづくりセンターの地
域行政窓口では実施しません。

・住所変更の際には、マイナンバーカード又は住民基本
台帳カードをお持ちの人は持参してください。

・マイナンバーカード又は住民基本台帳カードを利用し
た転入などの届出は、なるべく平日時間内に来てくだ
さい。転出元自治体の事情により、後日改めて来庁が
必要になる場合があります。

・窓口に来た人の本人確認を行います。運転免許証・マ
イナンバーカードなど、公的機関が発行した顔写真付
きの身分証明書を持参してください。持っていない人
は、健康保険証・年金手帳など２点での確認になります。

※　手続には、印鑑、各種手帳、口座情報などが必要な
場合があります。詳しくは、事前に各担当課までお問
い合わせください。

平日延長窓口（月～金）
３月27日㈪～３月31日㈮、４月３日㈪
　午後７時まで

特別開設窓口
３月26日㈰・４月１日㈯
　午前８時30分～午後０時30分

市ホームページ
水道使用開始・
中止の手続

転入・転出・転居の手続きをお忘れなく
引っ越したときは、速やかに届出をしてください

水道の使用開始・中止の手続はお早めに

平日窓口業務の延長と特別開設窓口を行います（本庁のみ）

　問合せ　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン実行委員会（観光交流課内）　☎㉕９５３１

問合せ　地域活動支援課公共交通大学支援係
　　　　☎㉕９２０１

全面通行止め区間
（リレーマラソンコース）

推奨迂回路区間

開催に伴う交通規制のお知らせ
第５回　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン plus サンセットマラソン

はまだお魚市場前をスタート・ゴールとして、浜田マリン大橋を渡る往復約３㎞のコースをチームでリレーする
マラソン及びソロマラソンを開催します。
大会当日は下図のとおり原井町と瀬戸ケ島町の一部区間で交通規制を行いますので、ご注意ください。

交通規制
日時　３月４日㈯　午前11時～午後７時
会場　はまだお魚市場周辺

※　はまだお魚市場は通常どおり営業しています。
建物前のお客様駐車場をご利用ください。

選手の皆さんへ温かい応援をお願いします

有効期限が令和４年３月31日と記載のある、
（旧）敬老福祉乗車券（紫色、黄色）の使用期
限は令和５年３月31日㈮です。
有効期限を過ぎると使用ができませんので、
（旧）敬老福祉乗車券がお手元に残っていない
か、今一度ご確認ください。
返金や交換はできませんので、期限までにご
使用ください。

（旧）敬老福祉乗車券の有効期限は令和５年３月31日です
！　ご確認ください　！

消防署
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火災が発生しやすい時季を迎え、３月１日㈬から７日㈫までの７日間、全国一斉に火災予防運動が実施されます。

問合せ
　消防本部予防課予防係　☎㉒１１６７

春季全国火災予防運動 （3月1日㈬から7日㈫まで）

全国統一防火標語

つの習慣４

つの対策６
①　火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ
　　などは安全装置の付いた機器を使用する。
②　火災の早期発見のために、住宅用火災警報器
　　を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
③　火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
　　寝具、衣類及びカーテンは防炎品を使用する。
④　火災を小さいうちに消すために、消火器など
　　を設置し、使い方を確認しておく。
⑤　特にお年寄りや身体の不自由な人は、避難
　　経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
⑥　防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
　　地域ぐるみの防火対策を行う。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
　
　
の
ポ
イ
ン
ト

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
　
の
ポ
イ
ン
ト

10

おやすみ前にはもう一度、火の元
を確かめましょう。
町内会などが行う消火訓練なども
ご相談ください。

寝たばこは絶対に
しない、させない。

①

ストーブの周りに燃え
やすいものを置かない。

こんろを使う時は
火のそばを離れない。

コンセントはほこり
を清掃し、不必要な
プラグは抜く。

② ③ ④

閉

お出かけは　マスク戸締り

火 用心の

6広報はまだ：令和５年３月号

救急出動件数（件） 搬送人員（人）
浜　田 2,033 1,866
金　城 271 248
旭 195 178
弥　栄 88 84
三　隅 466 453
管轄外 １ １
合　計 3,054 2,830

昨年は33件の火災が発生し、2人が負傷しました。
火災件数は、前年に比べ10件増加し、建物火災は10件
でした。
火災の原因としては、たき火、枯草・刈草焼きが17
件で全体の約52％を占めています。たき火などを行う
ときは、風の強い日は避け、消火の準備をし、その場
を離れず、終わったら必ず完全に消火しましょう。
また、火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を
設置し、取付から10年を目途に機器の交換をお願いし
ます。
火災の原因の多くは、火を取り扱う人の不注意によ
るものです。日頃から防火を心掛け、火の取扱いには
十分注意しましょう。

前年と比較すると、救急出動件数は215件、搬送人
員は195人の増加となりました。
平均すると、１日に約8.4件の出動で、約7.8人が救
急車で搬送されたことになります。事故種別ごとにみ
ると、急病が2,134件と最も多く、救急出動件数の約
７割を占めています。次いで一般負傷が491件、転院
搬送が203件、交通事故が132件の順となっています。

火災　33件　救急車の出動　3,054件 （令和４年）

　問合せ　消防本部予防課予防係　☎㉒１１６７

休日・夜間の急な子どもの病気の対処は、島根県小児救急電話相談（☎＃８０００）へ
　県内のどこからでもかけることができ、小児科医師や看護師などから症状に応じた適切な
対処や受診する病院などのアドバイスを受けることができます。

問合せ
　防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２

火災の概況 救急車の
　出動件数

令和４年度コミュニティ助成事業

坂本・今市上地区自主防災会は、令和４年度コミュ
ニティ助成事業（宝くじ助成事業）により、防災倉庫、
発電機、ガソリン携行缶、コードリールを購入しました。
この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、そ
の受託事業収入を財源に(財)自治総合センターが実施
しています。
今後は、整備した備品を活用して、地域防災力の向
上につながるよう取り組んでいきます。
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名簿活用の流れ

①要介護認定３～５を受けている人
②身体障害者手帳１・２級の交付を受けている人
③療育手帳Ａの交付を受けている人
④精神障害者保健福祉手帳１・２級の交付を受けている人
⑤浜田市災害時要援護者支援制度に登録済みの人
※　介護施設や障がい者施設、病院・医院などに入所・
入院中の人は除きます。

※　対象者以外でも、支援が必要な人は名簿に掲載で
きます。希望する人は、お問い合わせください。

新たに避難行動要支援者名簿に登録した人などへ、
市から避難支援等関係者に情報を提供することについ
て、文書により意思確認を行います。
文書が届いた人は、「同意する」「同意しない」の意

思表示をしていただき、返信用封筒で必ず提出してく
ださい。
※　同意いただいた場合でも、災害の種類や規模、被
災状況によっては、支援できない場合もあります。

①氏名　②年齢　③性別　④住所　⑤連絡先　など、
　避難支援などの実施に必要な情報

　情報提供に同意した人の名簿は、警察や消防のほか
避難の支援や安否確認などを行う、お住まいの地区の
次の組織（避難支援等関係者）などに提供します。
○自主防災組織
○消防団
○民生児童委員
○社会福祉協議会
○地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会など
※　地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会など
については、市へ避難支援等関係者の届出を行って
いる団体にのみ名簿を渡します。協力いただける団
体・組織はお問い合わせください。

避難支援等関係者への情報提供に同意した人の名簿
は、災害時の避難支援活動、安否確認などのほか、平
常時からの災害の備えとして、声かけや見守り活動に
活用します。
また、各地域内の取組体制が整ったところから、対

象者の訪問調査などを行い、個別の避難支援計画の作
成に順次取り組みます。

避難行動要支援者 浜田市 避難支援等関係者
①同意書を送付

②同意書の提出

③同意した人のみ
　避難支援等関係者へ
情報提供

④平常時の見守りや災害時の安否確認、避難支援など

地域防災全般に関すること
防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２

名簿に関すること
地域福祉課地域福祉係　☎㉕９３００

申請・問合せ

避難行動要支援者

市では、高齢者や障がいのある人など、災害が起きた際に支援が必要となる人を掲載
した避難行動要支援者名簿を作成しています。
この名簿は、平常時の見守り活動や災害時における安否確認・避難支援をするために、

登録者本人の同意を得た上で地域の自主防災組織などに情報提供します。

避難行動要支援者名簿 災害時に避難が困難な
　人の支援に活用します

対象となる人（避難行動要支援者）

情報提供についての同意書
を提出してください

避難支援等関係者に提供する名簿情報

情報の提供先（避難支援等関係者）

情報提供した名簿の活用

　避難支援等関係者へ

　浜田市職員の給与などの状況は、市議会の審議を
とおして明らかにされていますが、市民の皆さんに
給与などを知ってもらうために、そのあらましを公
表します。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

※　人件費は特別職及び会計年度任用職員の給与・報酬を含みます。
　　（令和４年１月１日住民基本台帳人口：51,546人）

150,600円

171,700円
182,200円

150,600円

（単位：円）

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 100,000 200,000 300,000 400,000

浜田市
国

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000
（単位：円）

一般行政職　329,249円

技能労務職　370,862円 平均年齢　55.5歳

平均年齢　43.7歳

歳出額
409億6,291万円

人件費（14.7％）
60億2,507万円

人件費以外
349億3,784万円

職員手当
3億9,184万円

期末・勤勉手当
8億9,298万円

給与費合計
35億9,554万円
１人あたり
635万円

給料
23億1,072万円

（令和４年４月１日一般会計予算人員：566人）

※　職員手当には
退職手当を含み
ません。

退
職
手
当

区分 浜田市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.5869月分
同じ勤続25年 28.0395月分 33.2708月分

勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
加算措置 定年前早期退職・早期勧奨

特例措置（２％～30％加算）
定年前早期退職特例措置
（２％～45％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.20月分 0.95月分

同じ
12月期 1.20月分 0.95月分
計 2.40月分 1.90月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級
等による加算措置５～15％）

扶
養
手
当

浜田市の内容（月額） 国
配偶者 6,500円

同じ
子 10,000円
父母など 6,500円
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円

通
勤
手
当

浜田市の内容（月額） 国
交通機関
利用者

最高支給
限度額 55,000円 同じ

自動車
使用者

２㎞～
54㎞以上 2,100円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の区分で2,000
円～31,600円の
範囲内で支給

自動二輪車
使用者

２㎞～
50㎞以上 1,400円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪車使用者と同様です）

住
居
手
当

浜田市の内容（月額） 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を
支払っている人に対して
月額27,000円を限度に支給

月額16,000円を超す家賃を
支払っている人に対して
月額28,000円を限度に支給

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円 俸給の特別調整額

（46,300円～139,300
円）

主管課長級 54,000円
課長級 41,600円

（医師51,400円）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
市　長 860,000円 （支給割合）
副市長 710,000円 ６月期 1.55月
教育長 630,000円 12月期 1.55月
議　長 450,000円 計 3.10月
副議長 380,000円

期末手当については、左記全区
分に対して15％の加算措置あり

委員長 365,000円
副委員長 357,500円
議　員 350,000円

（１）健康診断受診者数（令和３年度）
健康診断の種類 受診者数

（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数
（延べ人数）

人間ドック 272 特殊
健診

指曲がり症健診 13
定期健康診断 396 ＶＤＴ作業健診 0

採用時等健康診断 16 心理的な負担の程度を把握するための検査 632
会計年度任用職員健康診断 345 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 9

（２）公務災害の認定状況（令和３年度）
区　分 認定件数

公　務　災　害 9
通　勤　災　害 0

（３）職員互助会事業について（令和３年度）
会の名称 浜田市職員互助会

互助会に対する補助金などの額 3,862,440円
公費負担率（事務費などを含む） 34.4%
職員１人あたりの公費の補助金額

（事務費などを含む） 6,030円

公費充当事業 健康増進事業
文化講演助成事業

６　特別職の報酬などの状況（令和４年４月１日現在）５　職員手当の状況（令和４年４月１日現在）

２　職員給与費の状況（令和４年度一般会計当初予算）

１　人件費の状況（令和３年度普通会計決算）

３　一般行政職の初任給の状況（令和４年４月１日現在）

４　平均給料の状況（令和４年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

問合せ　人事課給与係　☎㉕９１３１

令和４年度　浜田市職員の給与などの状況



市長日記元気な浜田をつくります （令和５年１月）

参議院自由民主党政策審議会に出席し、浜田市の少子化対策について説明しました（１月25日）

浜田市・邑南町・北広島町とで、国土交通
省に浜田自動車道４車線化の早期整備に
ついて要望活動を行いました（１月25日）

石見子供神楽「どんちっち祭り」に出席
しました（１月22日）

出会い・結婚・出産・子育て応援事業所優
秀事業所として、㈲丸久建設と石見ケーブ
ルビジョン㈱を表彰しました（１月18日）

美又温泉旅館組合、島根県立大学の学生、
日本郵便㈱から、美又温泉PRデザイン封
筒を作成した報告を受けました（１月17日）

三隅氏発祥800年出陣式に出席しました
（１月15日）

浜田市保育連盟施設長会に出席しました
（１月13日）

浜田市交通指導員年頭出動式を行いまし
た（１月13日）

ブータン王国の美術教員などが来日し、浜
田市世界こども美術館や学校などで美術教
育の研修を行いました（１月12日～23日）

浜田水産物地方卸売市場の初市の式に出
席しました（１月６日）

浜田市市民新年賀会を開催しました
（１月４日）令和５年浜田市二十

歳の集いを開催しま

した（１月３日）

※　撮影時のみマスクを外しています11 広報はまだ：令和５年３月号 10広報はまだ：令和５年３月号

祝 全 国 大 会 出 場 おめでとうございます
全国大会出場及び結果報告のため、市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

全国いじめ問題子供サミット（東京都：１月21日）
全国障害者スポーツ大会

いちご一会とちぎ大会（水泳競技）
（栃木県：令和４年10月27日～11月１日）

病気や病気の回復期にあって、集団で過ごすことができない子どもを、看護師や保育士が保護者に代わり
看護・保育を行う「病児・病後児保育」を実施しています。

実施場所
病児・病後児保育室「びぃびくんのおへや」

　〒697ｰ0026　浜田市田町757番地３
対象
市内に住所を有する生後８週間から小学校
６年生までの児童

　※　市外在住でも、子どもが市内の保育所　
　　（園）・小学校などに通所・通学している

　　　場合は利用できます。
利用できる日時
　月～金曜日　午前８時～午後６時
休館日
土・日曜日、祝日、お盆、年末年始

利用料
１時間100円（１日最大1,000円）

　※　住民税非課税世帯の児童は無料

利用までの手続
年度ごとに事前登録が必要です。
登録申込書に必要事項を記入の上、本庁子ども・子育て

支援課又は病児・病後児保育室「びぃびくんのおへや」へ
提出してください。
利用方法
　①病児・病後児保育室「びぃびくんのおへや」へ電話で
　　利用予約をする。
　②かかりつけの病院で診療情報提供書を書いてもらう。
　③利用許可申請書と診療情報提供書を病児・病後児保育
　　室「びぃびくんのおへや」へ提出する。
※　登録申込書及び利用許可申請書は市ホームページ
　からもダウンロードできます。

問合せ　登録に関すること
　　　・子ども・子育て支援課保育所幼稚園係 ☎㉕９３３０
　　　・各支所市民福祉課

　　　　予約・利用に関すること
　　　　・病児・病後児保育室
　　　　　「びぃびくんのおへや」　☎㉕１１２２

浜田市ホームページは
こちらから入れます。

病児・病後児保育室「びぃびくんのおへや」

※　撮影時のみマスクを外しています。
旭中学校 浜田養護学校
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♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

講師のスマイリーキクチさん

スプーンの絵を描く

講師の山崎史郎内閣官房参与

けん玉に挑戦

１月29日㈰、三隅中央会館でタレントのスマイリーキクチさんを
講師に迎え、浜田市人権尊重のまちづくり推進大会を開催しました。
　講演では、過去に身に覚えのない事件の殺人犯とインター
ネット上で書き込まれ、言われなき誹謗・中傷や脅迫を10年間
受け続けた経験から、言葉の責任の重さや、ネットの被害者・
加害者にならないための方法などについてのお話がありました。
　受講者は、「情報化社会への対応の重要性を再認識した」「ネッ
トでの書き込みは相手が見えない分、どう受け止めるかをより
意識しないといけないと思った」などと話していました。

　１月18日㈬、島根県立大学で、人口減少問題に関する第一人
者である山崎史郎内閣官房参与を招いて、地方創生講演会を開
催し、約150人が参加しました。
　講演では出生数や人口の推移などを用いた現状の説明や先進
事例として他国の人口減少対策の紹介があり、「仕事と育児の両
立を支援していくことや育児負担を軽減することが不可欠」「人
口減少対策は効果が出るまでに長い時間を要するが、将来世代
のために今対策を講じることが必要」などのお話がありました。
参加者は真剣な表情で講演に聞き入っていました。

　１月18日㈬、ブータン王国の美術教員５人が、石見小学校の
図工と第一中学校の美術の授業を見学しました。これは、ブー
タン王国の美術教育の向上を目的とした研修の一環で行われた
ものです。
　授業中にタイマーを使って時間を管理していることや、授業
の構成などに感心していました。そのほかにも、教室のロッカー
の使い方や、授業の後にゴミ拾いをする児童生徒の姿に驚いた
様子で、「話題になったワールドカップサポーターのゴミ拾いに
通じる日本文化を感じた」と話していました。

　１月17日㈫、旭小学校で「昔遊びの会」が行われ、１年生21
人が参加しました。
　これは、小学校が毎年開催しているもので、３年ぶりに地域
の人を招いての開催となりました。
　児童はめんこやこま、けん玉、おはじき、お手玉、だるま落
としといったの昔遊びを教えてもらい、体験しました。
　初めての遊びに戸惑いながらも、地域の人に教わり、一緒に
遊ぶことで交流を深める良い機会となりました。

一人ひとりが大切にされる人権尊重のまち
～ 浜田市人権尊重のまちづくり推進大会 ～

みすみ

母国の美術教育向上を
～ ブータン王国美術教員の授業見学 ～

はまだ

将来世代につなぐ
～ 地方創生講演会「人口減少社会を考える」 ～

はまだ

地域の人たちとの交流
～ 昔遊びの会 ～

あさひ

出陣式のテープカット

とんどに点火

　１月15日㈰、三隅まちづくりセンターで三隅氏発祥800年出陣
式が行われ、地域住民80人が参加しました。
　初代三隅氏が三隅地域を治めた時から今年で800年の節目で
あることを機に、地域に活気を生み出す機会を創出したいと「三
隅氏発祥800年の会」が企画したものです。
　当日は、出陣のテープカット、三隅氏の起こりなどの講話、子
ども神楽「岡見てんつくてん」の恵比須舞、餅まきなどの催し
がありました。

　１月15日㈰、都川高齢者活動促進センター前で「とんど焼き」
が開催され、地域住民34人が参加しました。
　これは、都川自治会が新年の伝統行事として毎年開催してい
るもので、今年の五穀豊穣と無病息災を祈願しました。
　当日は都川高齢者活動促進センターで神事を行い、センター
前でとんどに点火しました。
　また、とんど焼きの後は、地元女性団体「おしゃべりかあちゃ
ん喫茶」の皆さんから、ぜんざいと甘酒がふるまわれ、参加者
は心身ともに温まりました。

未来へつなごう郷土の誇り
～ 三隅氏発祥800年の出陣式 ～

みすみ

新年の伝統行事
～ 都川地域　とんど焼き ～

あさひ

七草粥の配膳の様子

　１月10日㈫、春の七草を食べて一年間元気に過ごせるように
と浜田市食生活改善推進協議会弥栄支部から、弥栄小学校の児
童に七草粥が振る舞われました。
　食改推進委員から、中国の風習と日本の若菜摘みが一緒に
なって無病息災を祈る風習となり、今に続いていると説明があ
り、「七草を言えますか」という質問に対して、児童は「せり・
なずな・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ・鈴菜・清白」と正
確に回答しました。七草粥を頬張りながら「自然の味がしてお
いしい」「みんなで一年間健康に過ごしたい」と話していました。

春の七草言えるかな
～ 七草粥を食べる風習 ～

やさか

無病息災を願っていただきました

　１月８日㈰、おぐに会館前グラウンドで「とんど祭り」が行
われ、約50人が参加しました。
　これは青少年健全育成事業の一環として、小国まちづくり委
員会が企画したものです。今年は穏やかな天気で、お祓いと祈
願が行われた後、子どもたちにより点火され、しめ飾り、縁起
物や書初めなどを燃やしました。
　参加者は、とんどで焼いた餅の入ったぜんざいや、焼きみか
んを食べて、地域の恒例行事を楽しむとともに、１年間の無病
息災を願いました。

無病息災を願って
～ とんど祭り ～

かなぎ

♥Town Topics
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♥Town Topicsまちの　わだい

思い思いの飾り付けをする

コンサートを楽しむ人たち

　12月23日㈮、杵束まちづくりセンターで門松づくり教室が開
催され、16人が参加しました。
　これは、地域住民の交流を図り、門松文化を継承する目的で
杵束まちづくりセンターが企画したものです。
　高さ60センチの門松に、思い思いに松や竹、梅などの正月飾
りを飾り付けました。
　参加者は、「コロナ禍で苦しい状況ではあるが、来年も良い年
になるようにと願いを込めて作りました」と話し、出来上がっ
た門松に新年への期待を込めていました。

　12月３日㈯、今福まちづくりセンターで開催された「もやい
市」で、クリスマスコンサートが行われ、２つのグループが出
演しました。
　J-POPやフォークソング、演歌など、リクエストやアンコー
ルを含めて全13曲が演奏されました。
　会場では、演奏や歌声が聞こえてくると、多くの人が足を止
めて聴き入っており、観客は曲に合わせて手拍子をするなど、迫
力のある演奏を楽しんでいました。

来年も良い年に
～ 門松づくり ～

やさか

コンサートで地域のにぎわいを
～ もやい市学びの場「クリスマスコンサート」　 ～

かなぎ

一斉放水（市役所裏の浜田川）

一斉放水（雲城駐在所前の浜田川）

　１月８日㈰、金城総合運動公園多目的広場で３年振りとなる
浜田市消防出初め式を開催し、消防団員523人が参加しました。
　式典では、消防団員の各種表彰を行い、通常点検など機敏な
動作による礼式が行われました。
　団員は、地域防災の担い手として、出初め式をとおして更に
防火防災意識を高めました。
　式典後、浜田・金城・三隅の３会場で防火パレードと一斉放
水が披露されました。

防火・防災を強く誓う
～ 浜田市消防出初め式 ～

全地域

一斉放水（天満橋上流の三隅川）

安
全
安
心

市
で
は
、
６
月
４
日
㈰
に
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
併
せ
、
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織

で
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
防
災
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

防
災
訓
練
の
内
容

災
害
発
生
直
後
を
想
定
し
た
避
難

訓
練

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
訓
練
の
内
容
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練（
避
難
訓
練
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

生
活
・
環
境

ごみ処理場 直接搬入できるごみ 受入時間
エコクリーンセンター
江津市波子町
☎０８５５53５０８１

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月26日㈰
午前９時～
　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町
☎㉘３１４７

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙（古紙置場へ）

石央リサイクルセンター
生湯町
☎㉓１８０８

ペット・プラ
かん
びん

※　町内ごみステーションの収集はありません

ご
み
の
直
接
搬
入
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

３
月
12
日
㈰

受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
で
の
み
実
施
し
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
の

混
雑
状
況
に
よ
っ
て
お
待
た
せ
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

カードの申請・
交付QRコード

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

３
月
は
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
、

一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
ご
み
処
理
場
を
開
場

し
ま
す
。

※

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

少
量
の
家
庭
ご
み
を
持
ち
こ
ま

れ
る
人
が
増
え
て
お
り
、
搬
入
者

の
長
時
間
待
機
、
一
般
道
の
渋
滞
、

ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
遅
れ
な
ど

の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
少
量
の

家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

収
集
日
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

水
道
使
用
の
用
途
を
「
共
用
」

で
契
約
し
て
い
る
人
へ

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集
合
住
宅
で
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
２
戸
以
上
又
は
２

か
所
以
上
で
共
用
し
て
い
る
場
合
、

世
帯
数
に
よ
り
料
金
を
算
定
す
る
た

め
、
世
帯
数
の
届
出
が
必
要
で
す
。

世
帯
数
の
変
更
が
あ
る
都
度
、
電
話

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

用
途
に
つ
い
て
は
、
検
針
時
に

お
配
り
す
る
「
水
道
使
用
水
量
・

料
金
等
お
知
ら
せ
票
」
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

上
下
水
道
部
水
道
管
理
課

料
金
係

☎
㉕
９
９
０
３
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飼
い
犬
の
各
種
手
続
を
忘
れ

ず
に

飼
い
犬
に
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で

定
め
ら
れ
た
様
々
な
手
続
が
あ
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
の
登
録

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合

は
生
涯
１
度
の
登
録
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
い
始
め
た
日

か
ら
30
日
以
内
（
生
後
90
日
以
内
の

子
犬
は
、
生
後
90
日
経
過
以
後
30
日

以
内
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続

・
環
境
課
（
東
分
庁
舎
２
階
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※

市
内
の
動
物
病
院
や
市
が
毎
年

行
う
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
会

場
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
手
数
料

３
０
０
０
円

登
録
後
、「
鑑
札
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪
に
装
着
し
て

く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

室
内
・
室
外
飼
育
に
関
係
な
く
、

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
は
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場
又
は
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。
市
の
集
合
注
射
日
程
に
つ

い
て
は
、
広
報
は
ま
だ
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
市
外
動
物
病
院
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
注
射

済
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
病
院
で

発
行
さ
れ
た
注
射
済
証
明
書
を
持
っ

て
、
環
境
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

※

接
種
時
は
注
射
代
が
別
途
必
要

そ
の
ほ
か
の
届
出

鑑
札
や
注
射
済
票
を
紛
失
・
損
傷
し

た
と
き

再
交
付
し
ま
す
の
で
、
環
境
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

再
交
付
手
数
料

鑑
札
１
６
０
０
円

注
射
済
票

３
４
０
円

※

損
傷
し
た
場
合
は
、
損
傷
し
た

鑑
札
や
済
票
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

新
し
い
飼
い
主
の
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

新
し
い
住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

以
前
お
住
ま
い
の
自
治
体
で
交
付

さ
れ
た
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、
環
境

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
す
る
と
き

浜
田
市
の
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、

転
出
先
の
自
治
体
で
手
続
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
が
死
亡
し
た
と
き

死
亡
し
た
こ
と
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

ご
存
知
で
す
か

防
火
対
象
物
使
用
開
始
届

浜
田
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

建
物（
個
人
の
住
宅
、長
屋
を
除
く
）

や
建
物
の
一
部
の
使
用
を
始
め
る
人

は
、
使
用
を
開
始
す
る
７
日
前
ま
で

に
、
防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
出
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

産

業

地
域
活
性
化

し
ま
ね
社
会
貢
献
基
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

し
ま
ね
社
会
貢
献
基
金
は
県
民
や

企
業
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
原

資
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
行
う
地

域
課
題
解
決
の
活
動
に
対
し
補
助
金

と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、
島
根
県

が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
寄
附
は
１
円
か
ら
で
き
、

寄
附
者
は
税
制
優
遇
の
メ
リ
ッ
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

寄
附
方
法
は
団
体
指
定
と
テ
ー
マ

指
定
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
室

☎
０
８
５
２
㉒
６
０
９
９

島
根
県
の
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た

件名 時間額 効力発生日
島根県最低賃金 857円 令和４年10月５日

特
定
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 987円 令和４年11月30日
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用
機械器具製造業 963円 令和４年12月22日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業 882円 令和４年12月18日
自動車・同附属品製造業 951円 令和４年12月28日
自動車（新車）小売業 932円 令和４年12月11日
百貨店、総合スーパー 857円 令和４年10月５日

問
合
せ

・
島
根
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
５
２
㉛
１
１
５
８

・
浜
田
労
働
基
準
監
督
署

☎
㉒
１
８
４
０

「
元
谷
団
地
」
の
入
植
者
を

募
集
し
ま
す

旧
畜
産
基
地
で
あ
っ
た
金
城
町

「
元
谷
団
地
」
の
畑
地
整
備
を
進
め

て
お
り
、
入
植
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間

３
月
１
日
㈬
〜
４
月
14
日
㈮

募
集
区
画

２
区
画
（
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

※

７
月
か
ら
営
農
可
能

条
件

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
元
谷
団
地
に
お
い
て
農
業
経
営
を

行
い
、
専
ら
又
は
主
と
し
て
そ
の

農
業
経
営
に
従
事
す
る
農
業
従
事

者
（
農
業
法
人
に
あ
っ
て
は
、
農

地
所
有
適
格
法
人
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
）
で
あ
り
、
か
つ
、
農
業

に
よ
っ
て
自
立
し
よ
う
と
す
る
意

欲
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
で
あ
る
こ
と

・
元
谷
団
地
で
の
農
業
経
営
に
よ
り
、

認
定
農
業
者
又
は
認
定
新
規
就
農

者
と
な
る
こ
と
（
入
植
後
5
年
以

内
に
認
定
農
業
者
又
は
認
定
新
規

就
農
者
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
者
を
含
む
）

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

貸
付
料

年
間
１
５
０
０
０
円
（
10

ア
ー
ル
に
つ
き
）

※

圃
場
面
積
か
ら
、
畦
畔
面
積
を

差
し
引
い
た
農
業
経
営
有
効
面
積

に
対
し
て
貸
付
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か

・
入
植
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
で
構
成
す
る
審
査
会
に
お

い
て
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。

※

募
集
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
先

農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

届
出
の
目
的

建
物
の
使
用
状
況
を

把
握
し
、
防
火
管
理
や
必
要
な
消

防
用
設
備
な
ど
の
適
正
設
置
を
確

認
し
、
火
災
予
防
及
び
災
害
時
の

被
害
軽
減
を
図
る
た
め

届
出
が
必
要
な
場
合

・
建
物
を
新
築
し
た
と
き

・
建
物
を
増
改
築
し
た
と
き

・
建
物
の
使
用
目
的
や
入
店
す
る
テ

ナ
ン
ト
を
変
更
し
た
と
き

例・
事
務
所
↓
飲
食
店

・
個
人
の
住
宅
↓
介
護
福
祉
施
設

・
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
れ
替
わ
る

な
ど

※

工
事
を
行
わ
な
い
場
合
で
も
届

出
は
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
た
に

消
防
用
設
備
な
ど
の
設
置
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

計
画
段
階
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

届
出
者

建
物
及
び
テ
ナ
ン
ト
の
関

係
者
（
所
有
者
・
管
理
者
・
占

有
者
）

※

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
㉒
１
１
６
７

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・

譲
渡
手
続
は
お
済
み
で
す
か

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

し
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
譲
渡
な

ど
の
手
続
を
し
た
場
合
は
、
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
の
税
金

が
か
か
り
ま
す
。

※

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
は

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
よ
う
な

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
ま
で
に
手
続
を

廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
車
両
を
手
放

す
際
は
、
次
の
場
所
で
４
月
１
日
ま

で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
車
体
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
自
賠
責
証
書
な
ど
）

税
務
・
納
税

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

次
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

盗
難
な
ど
で
車
両
が
存
在
し
な
い
場

合
警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、
受

理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
浜
田
市

ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
税
務
課
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、

右
記
の
手
続
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

島根ナンバーの車両の手続窓口
車種 連絡先

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所（松江市）
☎０５０－３８１６－３０８３
（コールセンター）

二輪の軽自動車
（126ｃｃ～250ｃｃ）

島根運輸支局　１階１番窓口（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

二輪の小型自動車
（251ｃｃ以上）

島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

問合せ　環境課カーボンニュートラル推進室
　　　　☎㉕９００８

　浜田市では、令和４年９月１日にゼロカーボンシティ表
明を行いました。このことを広く市内外に周知するロゴ
マークの作品を募集したところ、計13点の応募があり、選
定審査会で審査を行い、最も優れた作品を選定しました。
　今後、決定したロゴマークは、ケーブルテレビでの放送、
市のポスターやチラシ、ノベルティグッズなどの広報活動
に活用する予定です。

「浜田市2050年ゼロカーボンシティ」
　ロゴマークが決定しました

最優秀作品　木村　駿吾さん

環 境 コラムコラム

制作意図
　浜田市らしさを表現するために、海や石見神楽の大蛇を市
章と組み合わせることで表現しました。ゼロカーボンシティ
とかかわりの深い自然を意識するために、大蛇の鱗を葉に見
立てました。それに加え、市章の中央をクローバーにし、花
言葉である「約束」＝「2050年までにCO2排出ゼロ」を意
識できるようにしました。
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国
民
健
康
保
険
料

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間

の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、

い
っ
た
ん
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負

担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
資
格
証

明
書
」
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間

の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
収
納
係

☎
㉕
９
２
４
０

介
護
保
険
料

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負

担
割
合
が
３
割
又
は
４
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や

施
設
利
用
時
の
食
費
・
居
住
費
の
軽

減
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
な
ど
、
未

納
の
期
間
に
応
じ
て
介
護
給
付
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な

ど
、
法
律
に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

市
営
住
宅
等
使
用
料

家
賃
を
３
か
月
分
以
上
滞
納
す
る

と
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請
求
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

保
育
所
保
育
料

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し

ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な

ど
、
法
律
に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
所
幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

水
道
料
金

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し

ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場

合
は
、
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し

ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
、

法
律
に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

上
下
水
道
部
水
道
管
理
課

料
金
係

☎
㉕
９
９
０
３

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定

し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ

る
た
め
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や

金
融
機
関
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が

な
い
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

預
貯
金
口
座
を
持
っ
て

い
る
取
扱
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
郵
便
局
）
の
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機

関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・

市
役
所
各
担
当
課
・
各
支
所
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日

各
納
期
の
末
日

申
込
期
限

毎
月
、月
末（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む

と
、
翌
月
以
降
の
納
期
分
か
ら
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

※

令
和
5
年
度
第
１
期
分
か
ら
口

座
振
替
を
開
始
・
変
更
す
る
場
合

は
、
次
の
期
限
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
４
月
20
日
㈭
ま
で

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
国
民
健

康
保
険
料

５
月
19
日
㈮
ま
で

問
合
せ

税
務
課
収
納
係

☎
㉕
９
２
４
０

令和３年度 滞納処分の状況
財産の種類 差押件数
預貯金 180件
国税還付金 40件
生命保険 3件
年金 0件
給与 5件
不動産 4件
そのほか 3件
合　計 235件

健
康
・
福
祉

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間

で
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か

請
求
が
ま
だ
の
人
は
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

請
求
期
間

３
月
31
日
㈮
ま
で

対
象
者

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
１
人

⑴

令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
て
い
る
人

⑵

戦
没
者
な
ど
の
子

⑶

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
・
②

孫
・
③
祖
父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
す
る
こ
と
な
ど
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷

⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
三
親
等
内
の
親
族（
甥・姪
な
ど
）

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
25
万
円
・
５
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
戸
籍

抄
本
な
ど
必
要
書
類
の
手
数
料
、

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
（
写
真
付
で
な
い
場
合

は
、
２
点
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
日
本
は
先

進
国
の
な
か
で
も
、
自
死
の
死
亡
率

が
男
女
と
も
に
高
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
令
和
3
年
度
の
自
死
者
数
は
2

万
１
６
９
人
と
な
り
、
１
日
で
計
算

す
る
と
毎
日
55
人
の
命
が
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
年
、
月

別
自
死
者
数
の
最
も
多
い
3
月
を

「
自
死
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
死
遺
族
の
想
い
を
伝
え
る
パ
ネ
ル

展
が
開
催
さ
れ
ま
す

日
時

３
月
20
日
㈪
〜
24
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

20
日
㈪
は
正
午
か
ら

※

21
日
㈷
は
お
休
み

場
所

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

ま
わ
り
の
人
が
見
守
る
た
め
の
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト

「
誰
も
自
死
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
」
に
向
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
人
の
違
和

感
。
そ
れ
は
悩
み
を
抱
え
て
い
る
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
心
配
す
る

気
持
ち
を
伝
え
、
耳
を
傾
け
、
温
か

く
見
守
る
。
互
い
に
支
え
合
う
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
で
守
れ
る
命
が
あ
り

ま
す
。

気
付
く
「
眠
れ
な
い
」「
た
め
息
が

目
立
つ
」「
食
欲
が
な
い
」
な
ど

い
つ
も
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、「
も

し
よ
か
っ
た
ら
話
を
聞
か
せ
て
」

な
ど
、
ま
ず
は
声
を
か
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

聴
く

人
は
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ

と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
親
身
に
な
っ

て
話
を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

つ
な
ぐ

ひ
と
り
で
解
決
し
な
い
問

題
を
抱
え
て
い
る
場
合
に
は
、
温

か
く
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
適

切
な
専
門
家
や
専
門
機
関
に
つ
な

げ
て
く
だ
さ
い
。

見
守
る

悩
み
を
抱
え
た
人
が
元
気

に
な
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り
声
を
か
け

つ
つ
、
家
庭
や
職
場
で
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
・
家
族

へ
の
補
償
金
が
あ
り
ま
す

１
９
９
４
年
頃
ま
で
に
出
産

や
手
術
で
大
量
出
血
が
あ
っ

た
人
へ

Ｃ
型
肝
炎
と
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
出
産
や
手

術
で
大
量
出
血
し
た
人
に
は
、
止
血

な
ど
の
た
め
に
、
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
製
剤
や
特
定
血
液
凝
固
第
９
因

給付金
①　慢性C型肝炎の進行による肝硬変・
　肝がんで死亡、又は劇症肝炎（遅発性
　肝不全を含む）に罹患して死亡

4,000万円

②　慢性C型肝炎 2,000万円
③　①、②以外
　（C型肝炎ウイルスに感染していても
　症状が現れていない場合）

1,200万円

※　給付金の請求期限が、令和５年１月15日から
　令和10年１月17日に改正されました。

「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
補
償

法
」
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
元
患

者
の
ご
家
族
は
国
か
ら
補
償
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
期
限

令
和
6
年
11
月
21
日

請
求
方
法

厚
生
労
働
省
の
担
当
窓

口
に
直
接
相
談
し
、
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省

補
償
金
担
当
窓
口

宛
先

〒
１
０
０
‐
８
９
１
６

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
‐
２
‐
２

厚
生
労
働
省
健
康
局
補
償
金
担
当
宛
て

問
合
せ
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
２
６
２

子
製
剤
（
ヒ
ト
の
血
液
か
ら
作
ら
れ

た
医
薬
品
）
が
投
与
さ
れ
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

血
液
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
人
、
身
に
覚
え
の
あ
る
人
は

ま
ず
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
ま
ず
訴
訟
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
最
寄
り
の

弁
護
士
会
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

(独)
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

☎
０
１
２
０
‐
７
８
０
‐
４
０
０

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃

止
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一

時
的
に
税
金
を
納
期
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
人
は
、
納
付
の
猶
予
や

分
割
納
付
、
減
免
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
各
担
当
課
に
、
早
め
に
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

と
…地

方
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
督

促
状
を
送
付
し
ま
す
（
督
促
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
）。
ま
た
、
納
付
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
る
日
数
に

応
じ
て
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

連
絡
や
相
談
が
な
く
、
納
付
が
な

い
状
態
が
続
く
と
、
官
公
庁
、
金
融

機
関
、
勤
務
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、

さ
ら
に
は
自
宅
な
ど
の
捜
索
を
行
い
、

財
産
（
預
貯
金
・
給
与
・
年
金
・
生

命
保
険
・
自
動
車
な
ど
）
の
差
押
え

や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま

す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
制
限

滞
納
す
る
と
次
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

市
税入

札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受

給
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

市
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と
法
的
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
税
・
保

険
料
・
料
金
・
負
担
金
な
ど
は
、
教

育
、
福
祉
、
公
共
施
設
の
運
営
や
整

備
、
各
種
保
険
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。

市
で
は
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
る
人
や
事
業
所
に
対
し
て
、
各
担

当
課
が
文
書
に
よ
る
通
知
や
電
話
催

告
な
ど
に
よ
り
納
付
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
、
納

付
漏
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
う
ち「
市
県
民
税（
普

通
徴
収
）、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
所

保
育
料
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担

金
、
市
営
住
宅
等
使
用
料
、
水
道
料

金
、
下
水
道
使
用
料
」
は
、
金
融
機

関
の
ほ
か
、
24
時
間
３
６
５
日
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｊ
‐
Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ

Ｐ

ａ
ｙ
」を
利
用
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
納
付
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

浜
田
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ
で
す

広
報
１
月
号
の
25
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

の
記
事
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
訂

正
し
ま
す
。

（
誤
）
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に

な
る
に
は
、
原
則
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
に
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

（
正
）
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に

な
る
に
は
、登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

浜
田
税
務
署

☎
㉒
０
３
６
０

※

過
去
の
特
別
弔
慰
金
の
請
求
履

歴
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
提
出
書

類
が
異
な
り
ま
す
。

請
求
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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留
邦
人
等
向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
で
の
接
種
を
含

む
）

・
以
前
に
在
日
米
軍
に
よ
る
接
種
を

受
け
て
い
る

・
以
前
に
製
薬
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
治

験
と
し
て
接
種
を
受
け
て
い
る

費
用

無
料

申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

対
策
室
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
対
策
室

☎
㉕
９
１
０
６

保
険
・
医
療

年

金

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証

を
送
付
し
ま
す

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

対
象
と
な
る
事
故

団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事

故
・
往
復
中
の
事
故

保
険
期
間

４
月
１
日
午
前
０
時
〜

令
和
6
年
３
月
31
日
午
後
12
時

補
償
内
容

加
入
区
分
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

４
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区
分

を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま
す
。

※

保
険
の
詳
細
、
資
料
の
請
求
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sportsanzen.

org※

令
和
5
年
度
加
入
手
続
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
で
の
受
付

と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支
部

☎
０
８
５
２
㉑
５
３
８
８

加入対象者 補償対象となる団体活動など 加入
区分

年間掛金
（１人あたり）

子ども【中学生以下（特別支
援学校高等部の生徒を含む）】

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 Ａ1 800円

大人【高校生以上】
スポーツ活動
（指導・審判含む）

Ｃ
64歳以下 1,850円

Ｂ
65歳以上 1,200円

文化・ボランティア・地域活動・
団体員の送迎、応援、準備、片付け Ａ2 800円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 11,000円
子ども【中学生以下（特別支
援学校高等部の生徒を含む）】

（
個
人
活
動
補
償
型
）

ワ
イ
ド
コ
ー
ス

Ａ１ 区分の団体活動に加え、
個人活動 ＡＷ 1,450円

大人【高校生以上】
Ｃ 区分の団体活動に加え、
個人活動

ＣＷ
64歳以下 4,850円

Ｂ 区分の団体活動に加え、
個人活動

ＢＷ
65歳以上 5,000円

新
小
学
１
年
生
・
新
中
学
１
年
生
に

資
格
証
を
送
り
ま
す

未
就
学
児
用
及
び
小
学
生
用
の
子

ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
を
持
っ
て

い
る
、
今
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
人
及
び
中
学
校
に
入
学
す
る
人

に
対
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資

格
証
を
3
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

4
月
か
ら
は
、
新
し
い
資
格
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
平
成
28
年
４
月
２
日
〜
平
成
29
年

４
月
１
日
生
ま
れ

・
平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年

４
月
１
日
生
ま
れ

※

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
手
続
が
必
要
で
す
。
手

続
の
際
は
、
子
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
証
・
対
象
者
の
健
康
保
険
証

（
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額

小
学
生
の
健
康
保
険
適
用
後
の
自

己
負
担
割
合
を
3
割
か
ら
1
割
と
し

ま
す
。
中
学
生
は
3
割
の
ま
ま
で
す
。

１
か
月
１
医
療
機
関
あ
た
り
（
医

科
・
歯
科
別
）
の
自
己
負
担
限
度
額

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
入
院

２
０
０
０
円

・
通
院

１
０
０
０
円

・
薬
局
な
ど

自
己
負
担
な
し

問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

次
に
該
当
し
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※

接
種
対
象
は
、
生
後
６
か
月
以

上
で
す
。

対
象

・
浜
田
市
に
転
入
し
た
人

・
接
種
券
が
届
い
て
い
な
い
（
市
か

ら
発
送
後
に
返
送
さ
れ
て
い
る
場

合
や
接
種
の
記
録
が
正
し
く
登
録

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
）

・
以
前
に
海
外
で
接
種
済
（
海
外
在

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
券
発
行
申
請
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す

伝 言 板
まちかど

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
申
込
受
付

期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

３
月
17
日
㈮
〜
31
日
㈮

抽
選
日

４
月
下
旬

入
居
予
定

５
月
中
旬

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
３
月
10
日
㈮

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
金
城
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

日
時

３
月
10
日
㈮

午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料
（
３
回
目
以
降
の
継
続

相
談
か
ら
有
料
）

申
込
み

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

へ

☎
㉒
４
５
１
４

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

相
　
　
談

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

入
会
説
明
会
日
時

毎
月
20
日

午
後
１
時
30
分

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

内
容

除
草
・清
掃
・剪せ

ん
て
い定

・会
社
な

ど
へ
の
派
遣
就
業
な
ど

問
合
せ

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

☎
㉓
４
６
８
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

〜
あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知

識
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

教
室・講
座

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

春
の
体
験
会
・
前
期
講
座

①
春
の
体
験
会

日
時

３
月
２
日
㈭
〜
30
日
㈭

②
前
期
講
座

日
時

４
月
〜
９
月

※

内
容
・
料
金
な
ど
、
詳
細
は
館

内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
へ

☎
㉒
１
０
３
５

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時

４
月
上
旬
〜
９
月
下
旬

参
加
申
込
期
間

３
月
12
日
㈰
ま
で

抽
選
・
結
果
発
表

３
月
14
日
㈫

午
前
11
時
30
分

※

抽
選
結
果
な
ど
詳
細
は
館
内
掲
示

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

料
金幼

・
小
・
中
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　
４
２
０
０
円

一
般　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
親
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
２
０
０
円

体
操
競
技
ク
ラ
ブ

４
０
０
０
円

石
見
海
浜
公
園

春
季
硬
式
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

対
象

中
学
生
以
下

日
時

４
月
３
日
㈪
〜
６
月
５
日
㈪

毎
週
月
曜
日

延
べ
10
回

午
後
７
時
〜
９
時

場
所
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

15
人
（
先
着
）

料
金
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※

ラ
ケ
ッ
ト
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り

申
込
み

申
込
書
と
参
加
料
を
石
見

海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　
８
０
０
円

高
校
生
・
大
学
・
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　
１
２
０
０
円

申
込
み

県
立
体
育
館
へ

☎
㉓
１
２
０
１

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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入
校
検
定
日

５
月
17
日
㈬

募
集
期
間

３
月
13
日
㈪
〜
５
月
12

日
㈮

定
員

10
人

訓
練
期
間

６
月
〜
12
月

選
抜
方
法

学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）、
面
接

検
定
会
場

西
部
高
等
技
術
校
（
益
田
市
）

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

西
部
高
等
技
術
校
事
務
ワ
ー
ク
科

（
前
期
）
入
校
生
募
集

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時

４
月
11
日
㈫
〜
９
月
16
日
㈯

受
付
開
始
日
（
先
着
）

３
月
４
日
㈯

午
後
１
時
〜

※

教
室
の
内
容
な
ど
、
詳
細
は
館

内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

料
金小・中・高

校
生
（
週
１
回
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

幼・小・中
学
生
（
週
２
回
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　
４
２
０
０
円

一
般　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

親
子
（
保
護
者
と
乳
児
〜
入
園
前

幼
児
）　　
　
　
　

６
２
０
０
円

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　
８
０
０
円

高
校
・
大
学
生
・
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　
１
２
０
０
円

申
込
み

申
込
書
と
参
加
料
・
保
険

料
を
石
見
武
道
館
へ

☎
㉓
７
１
７
０

お
出
か
け

日
時

常
設

場
所

い
わ
み
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

内
容
陶
器
、
食
器
類
の
中
古
品
販
売

※

収
益
金
は
全
て
日
本
赤
十
字
社
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
ま
す
。

問
合
せ

い
わ
み
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー

☎
㉕
５
７
８
９

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

「
愛
の
慈
善
市
場
」

①
浜
い
さ
を
「
白
い
人
形
展
」

会
期

５
月
７
日
㈰
ま
で

②
「
し
ま
ね
の
芸
術
家
」
39
人
展

会
期

３
月
19
日
㈰
ま
で

①
②
共
通

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

い
わ
み
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

料
金

小
学
生
以
下　
　
無
料

　
　
　
中
学
・
高
校
生

１
０
０
円

　
　
　
一
般　
　
　
　
　
３
０
０
円

問
合
せ

い
わ
み
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー

☎
㉕
５
７
８
９

い
わ
み
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

展
示
会

石
見
神
楽
を
創
り
出
し
た
ま
ち
浜
田

日
本
石
見
神
楽
大
会
〜
石
見

神
楽
が
繋
ぐ
地
域
間
交
流
〜

日
時

３
月
５
日
㈰

午
前
９
時
〜

午
後
６
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金
（
前
売
）

　
　
小
・
中
学
生

１
０
０
０
円

　
　
（
当
日
３
０
０
円
増
）

　
　
高
校
生
以
上

２
０
０
０
円

　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

問
合
せ

日
本
石
見
神
楽
大
会
実
行

委
員
会
（
浜
田
市
観
光
協
会
内
）

☎
㉔
１
０
８
５

文
化
講
演
会

浜
田
郷
土
資
料
館
の
必
要
性
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

日
時

３
月
11
日
㈯

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
20
分

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師

川
原
和
人
さ
ん
（
前
島
根
県

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
長
）

定
員

50
人
（
先
着
）

料
金

無
料

申
込
み

浜
田
郷
土
資
料
館
へ

☎
㉓
６
４
５
３

文
化
講
演
会

統
計
資
料
か
ら
探
る
明
治
期
の

石
見
の
産
物
の
流
通

明
治
30
年
ご
ろ
の
各
道
府
県
統
計
書

を
手
が
か
り
に

日
時

３
月
４
日
㈯

午
前
10
時
〜

正
午

場
所

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師

阿
部
志
朗
さ
ん

料
金

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

問
合
せ
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

☎
０
９
０
‐
４
６
９
７
‐
２
８
１
８

日
時

３
月
19
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

上
履
き
と
飲
み
物
を
持
参

定
員

15
人

料
金

非
会
員

５
０
０
円

　
　
会
員　
　

２
５
０
円

申
込
み

３
月
15
日
㈬
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

中
国
文
化
サ
ロ
ン

太
極
拳
と
中
国
の
朝
食
体
験

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

日
時

３
月
18
日
㈯

午
後
２
時
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹
事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

第
２
３
８
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

三
隅
町
古
湊
で

川
の
付
け
替
え
を
検
証
す
る

日
時

３
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

に
集
合
し
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時

４
月
２
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

日
時

３
月
25
日
㈯
〜
４
月
９
日
㈰

午
後
７
時
〜
10
時
（
予
定
）

場
所

大
平
桜
周
辺

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

大
平
桜
ま
つ
り

石
見
海
浜
公
園

　
　
　
テ
ニ
ス
大
会（
硬
式
）

日
時

４
月
16
日
㈰

受
付

午
前
８
時
45
分
〜

（
小
雨
決
行
）

場
所
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
容

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

料
金

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

４
月
９
日
㈰
（
必
着
）
ま

で
に
申
込
書
を
F
A
X
で
石
見
海

浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

F
A
X
㉘
０
７
９
５

近
世
古
文
書
研
究
会

日
時

４
月
22
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※

令
和
５
年
度
か
ら
開
催
曜
日
を

原
則
第
４
土
曜
日
に
変
更

場
所

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

講
師

鍵
本
俊
朗
さ
ん

料
金

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

津
田
一
男
さ
ん

☎
㉒
６
０
５
３

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

３
月
23
日
㈭
〜
４
月
10
日
㈪
は
休
ま

ず
開
館

春
の
特
別
展

「
ア
ク
ア
ス
劇
場
」

期
間

３
月
４
日
㈯
〜
５
月
８
日
㈪

場
所

３
階
特
別
展
示
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
磯
の
生
き
物
に
タ
ッ
チ
」

対
象

未
就
学
児
と
保
護
者

日
時

３
月
13
日
㈪

午
前
10
時
〜

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

定
員

10
組
（
先
着
）

申
込
み

１
階
総
合
案
内
所
で

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
ア
ー
ト
で
海
の
生
き

物
を
描
こ
う
」

対
象

小
中
学
生
と
保
護
者

日
時

３
月
12
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

料
金

１
つ
２
０
０
円

定
員

24
人

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
し
く
は
電
話
で

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

特
別
展
「
愛
贈
記
念

彫
刻
家
・

　
　
　
　
　
　
澄
川
喜
一
の
仕
事
」

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
①

美
術
講
座

「
澄
川
喜
一
の
仕
事
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
作
り
方
」

日
時

３
月
４
日
㈯

日
時

３
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所

畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

S
D
G
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

講
義
室

出
演

的
野
克
之
さ
ん
（
石
見
美
術

館
館
長
）

料
金

無
料
（
申
込
不
要
）

定
員

40
人

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
②

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
木
で
作
る
ー
小

さ
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

日
時

３
月
18
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

講
義
室

出
演

熊
谷
広
実
さ
ん
（
中
村
木
材

工
業
㈱
）

料
金

無
料
（
要
事
前
申
込
）

※

展
覧
会
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

定
員

15
人

申
込
み

メ
ー
ル
か
電
話
で

ア
マ
チ
ュ
ア・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
益
田
２
０
２
３

日
時

３
月
12
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
み
と

（
益
田
市
）

出
演

益
田
市

明
誠
高
校
軽
音
楽
部
、

N
E
V
E
R

S
W
A
P
、

M
O
Z
U
、
ジ
プ
Q
キ
ン
グ
ス
、

鳩
時
計
、
久
美
か
お
る

浜
田
市

L
o
u
i
s
e
、

H
a
r
d
C
a
r
a
m
e
l

料
金

全
席
自
由

一
般　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

中
学
・
高
校
生

５
０
０
円

小
学
生
以
下　
　
無
料

有

料

広

告



25 広報はまだ：令和５年３月号 24広報はまだ：令和５年３月号
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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vol.233
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.315

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
を
育
む
玩
具
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
つ
み
き
」
と
「
パ
ズ

ル
」。
２
つ
の
世
界
が
楽
し
め
る
展
覧
会
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

造
形
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
高
橋
綾
さ
ん
の
光
と

色
に
あ
ふ
れ
た
作
品
群
や
、
テ
セ
レ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
中
村
誠
さ
ん
に
よ
る
動
物

は
め
込
み
パ
ズ
ル
が
登
場
。

そ
の
ほ
か
、
日
本
国
内
・
世
界
各
国
の
多

種
多
様
な
「
つ
み
き
」
と
「
パ
ズ
ル
」
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で
。

１
階
・
創
作
室
で
３
時
30
分
ま
で
受
付
。

定
員

30
人

※

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

《
木
っ
端
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

◎
４
日
㈯
・
５
日
㈰

参
加
費

１
０
０
円

《
イ
モ
虫
く
ん
の
冒
険
》

◎
11
日
㈯
・
12
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

《
桜
の
木
を
つ
く
ろ
う
》

◎
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
21
日
㈷

参
加
費

２
０
０
円

《
香
り
袋
を
つ
く
ろ
う
》

◎
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

会
期

３
月
４
日
㈯
〜
５
月
28
日
㈰

料
金

一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生

２
０
０
円

※

混
雑
す
る
場
合
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

休館日 月曜日　６日・13日・20日・27日
振替休　22日㈬
展示替え　１日㈬～３日㈮

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

「
つ
み
き
×
パ
ズ
ル
展
」
開
催

木っ端のマグネット作品例

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

石
正
美
術
館
日
本
画
植
物
園

「
季
節
と
と
も
に
」

会
期

３
月
18
日
㈯
〜
５
月
21
日
㈰

石本正「芥子」2012年

季
節
や
気
象
の
変
化
を
た
え
ず
敏
感
に
感

じ
と
り
、
そ
こ
に
新
鮮
な
美
を
見
出
す
こ
と

の
で
き
る
人
を
、
日
本
画
家
・
石
本
正
（
浜

田
市
出
身
／
１
９
２
０
‐
２
０
１
５
）は「
美

し
い
も
の
を
喰
え
る
人
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
彼
自
身
、
日
々
移
り
変
わ
る
自
然

を
見
つ
め
、
絵
を
描
く
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
得
て
き
ま
し
た
。

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ

れ
の
季
節
に
ち
な
ん
だ
石
本
作
品
を
、
画
家
の

言
葉
や
制
作
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も

に
紹
介
。
ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
「
日
本
画

植
物
園
」
と
題
し
、
春
か
ら
夏
に
見
頃
を
迎
え

る
植
物
を
描
い
た
現
代
日
本
画
家
11
人
の
収
蔵

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

空調工事・展示替え休館
　３月17日㈮まで

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

大
駅
利
香
個
展
「
道
」
〜
軌
跡
〜
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ

会
期

３
月
18
日
㈯
〜
31
日
㈮

※

最
終
日
午
後
３
時
ま
で

大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
故
郷
浜
田
で
絵
画

制
作
に
励
む
大
駅
利
香
さ
ん
の
初
め
て
の
個
展

で
す
。
瑞
々
し
い
色
感
の
水
彩
画
や
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
な
ど
約
25
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

「
石
州
和
紙
コ
ー
ス
タ
ー
に
大
蛇
を
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
」

石
見
神
楽
・
大
蛇
の

実
物
を
見
な
が
ら
、
自

分
だ
け
の
石
州
和
紙

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時

３
月
21
日
㈷

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室

参
加
費

５
０
０
円

定
員

各
回
15
人
（
要
予
約
）

持
ち
物

鉛
筆
、
ペ
ン
、
色
鉛
筆
な
ど
各
自
使

い
た
い
画
材
（
絵
具
類
不
可
）

協
力

浜
田
石
見
神
楽
社
中
連
絡
協
議
会
、
石

央
文
化
ホ
ー
ル
女
子
神
楽
同
好
会
舞
姫
社
中 見本　直径約９㎝

退
任
の
ご
挨
拶

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学
長

　
　
　
　
　
　
　
清
原

正
義

浜
田
市
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
よ
り
、

島
根
県
立
大
学
に
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
令
和
５
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
６
年
の
任
期
を
終

え
、
退
任
い
た
し
ま
す
。

任
期
中
の
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん

が
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
着
任
し
た

６
年
前
を
、
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。
特
に
忘
れ
ら

れ
な
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
学
生
た
ち
へ
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。
寄
付
金
に
加
え
、
食
料
品
や
生

活
物
資
な
ど
を
、
短
期
間
に
た
く
さ

ん
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で

も
米
は
１
ト
ン
を
超
え
る
ほ
ど
の
量

で
し
た
。
こ
ん
な
大
学
は
ほ
か
に
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
本
学

へ
の
ご
厚
意
に
改
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
浜
田
市
に

貢
献
で
き
る
よ
う
一
層
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、後
任
は
山
下
一
也
教
授
（
現

学
長
代
行
）
が
務
め
ま
す
。「
地
域
と

と
も
に
、
学
生
と
と
も
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

浜
田
市
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

読
書
マ
ラ
ソ
ン

令
和
４
年
４
月
〜
11
月
の
期
間
に
、

３
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
合
同
で
「
１

０
０
冊
読
書
ノ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

期
間
内
に
読
ん
だ
本
を
読
書
ノ
ー

ト
に
記
録
し
、
た
く
さ
ん
読
ん
だ
学

生
を
表
彰
、
図
書
券
を
贈
呈
す
る
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
１
３
１
人
が

参
加
し
、
33
人
か
ら
ノ
ー
ト
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
１
位
が
１
４
３
冊
を
読

ん
だ
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
で
し

た
。
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は
、
2

位
の
１
０
６
冊
を
読
ん
だ
学
生
と
、

ユ
ニ
ー
ク
な
感
想
を
書
い
た
学
生
１

人
を
司
書
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
実
施
し
、
学
生
が
図
書

に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

表彰を受けた学生

問
合
せ

図
書
情
報
課

☎
㉔
２
２
０
４

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会

【
受
賞
者・研
究
題
目
】（
50
音
順
）

・
阿
知
波
潤
弥
「
公
安
条
例
に
よ
る

集
団
行
動
の
規
制
―
表
現
の
自
由

の
市
民
的
公
共
性
の
価
値
に
着
目

し
て
―
」

・
戎
谷
ひ
な
乃
「
移
住
者
受
入
に
対

す
る
地
域
住
民
の
不
安
感
に
関
す

る
研
究
―
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
バ
イ
ア
ス
か
ら
の
一
考
察
―
」

・
大
屋
歩
結
子

「
日
本
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
問
題
に
関
す
る
一
考
察
―
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
に
向
け
て
―
」

・
財
原
颯
大

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
性

の
差
異
を
埋
め
る
理
論
に
つ
い
て

の
考
察
―
人
口
増
減
率
と
公
民
館

の
特
徴
の
比
較
を
通
じ
て
―
」

・
田
中
涼
大
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お

け
る
外
国
の
研
究
：
２
０
２
０
年

ア
メ
リ
カ
の
新
聞
は
武
漢
を
ど
う

表
現
し
た
か
」

・
中
田
茉
衣

「
紛
争
下
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け

る
男
性
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
―
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
届
か
ぬ
声

パ
レ
ス
チ
ナ
・
占
領
と
生
き
る
人

び
と
』
第
１
部
か
ら
第
４
部
に
お

け
る
家
族
関
係
の
事
例
か
ら
―
」

・
原
田
龍
「
若
年
層
に
お
け
る
貧
困

と
そ
の
課
題
」

・
古
栃
龍
生

「
島
根
県
内
中
小
企
業
に
お
け
る

都
市
部
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
活
用
促
進
の
方
策
―
支
援
機

関
に
求
め
ら
れ
る
周
知
活
動
と

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
に
つ
い
て
―
」

・
松
田
健
「
日
本
に
お
け
る
Ｋ
‐
Ｐ

Ｏ
Ｐ
ア
イ
ド
ル
の
受
容
と
隆
盛
の

要
因
―
韓
国
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
社
の
戦
術
を
中
心
に
」

・
松
本
侑
樹
「
日
本
の
出
入
国
在
留

管
理
庁
収
容
所
に
お
け
る
医
療
体

制
の
整
備
―
―
国
内
外
の
刑
務
所

と
の
比
較
を
通
し
て
」

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

優秀賞を受賞した学生

小
さ
な
お
子
様
か

ら
大
人
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
内
容

で
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

高橋綾さんの「つみき」
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図書館情報
開館時間 ３月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 13日㈪･27日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ６日㈪･13日㈪
20日㈪･27日㈪
31日㈮

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

中
央
図
書
館
は
平
成
25
年
8
月
10

日
、
三
隅
図
書
館
は
平
成
25
年
5
月

26
日
に
開
館
し
、
令
和
5
年
に
そ
れ

ぞ
れ
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

来
月
以
降
、
開
館
10
周
年
に
ち
な

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広
報
は
ま
だ
や
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

日
本
野
鳥
の
会
の
会
員
で
あ
る
石

本
賢
治
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
中
央

図
書
館
周
辺
で
野
鳥
観
察
会
を
開
催

し
ま
す
。

2012年ブラジルのリオ会議（地球サミット）で、
南米ウルグアイのムヒカ大統領が行った名スピー
チを子どもにわかりやすいように、絵本化した作
品です。
人間が生み出している様々な文明問題をそのま
まにしていたら、やがて私たちの住む世界は持続
できなくなるという危機感を訴えています。
そして人類の幸福とは何か、深く問いかけてい
ます。
「ＳＤＧｓ」について気付きを与えてくれる１
冊となっており、幅広い年齢層の人に読んでいた
だきたい絵本です。

くさばよしみ／編　中川学／絵
汐文社　Ｅナカ

司書がすすめるこの一冊

「世界でいちばん
　　貧しい大統領のスピーチ」

転居・転出するときは図書館利用者登録の変更を
進学や転勤などにより転居、転出する場合は、

図書館にも住所や連絡先などの変更の届出をお願
いします。

中
央
図
書
館
、
三
隅
図
書
館

開
館
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

野
鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま
す

「
子
ど
も
読
書
会
」

普
段
、
見
過
ご
し
て
い
る
鳥
た
ち

の
愛
ら
し
く
、
美
し
い
姿
を
観
察
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象

小
学
校
３
〜
６
年
生

日
時

３
月
25
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

集
合
場
所

中
央
図
書
館
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込
み

３
月
20
日
㈪
ま
で
に
中
央

図
書
館
の
窓
口
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
の
場
合
は
多
目
的
ホ
ー
ル

で
野
鳥
の
お
は
な
し
を
し
ま
す
。

小
学
校
３
〜
６
年
生
を
対
象
に
市

内
４
会
場
に
お
い
て
月
１
回
「
子
ど

も
読
書
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

合
同
で
開
催
す
る
野
外
活
動
や
お

た
の
し
み
会
も
あ
り
ま
す
。

４
月
に
各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

交流会の様子

貸出ベスト10（令和５年１月期）
順位 タイトル 著者
1 あらゆる薔薇のために 潮谷　験
2 月の満ち欠け 佐藤　正午
3 マスカレードゲーム 東野　圭吾
4 三千円の使いかた 原田　ひ香
５ 同志少女よ、敵を撃て 逢坂　冬馬
６ おもみいたします あさの　あつこ
７ 栞と嘘の季節 米澤　穂信
８ 変な絵 雨穴
９ 憐憫 島本　理生
10 越境刑事 中山　七里

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,016 18,003 19,555 37,558
金 城 1,847 1,885 2,035 3,920
旭 1,277 1,265 1,237 2,502

弥 栄 631 538 592 1,130
三 隅 2,734 2,638 2,825 5,463
合 計 25,505 24,329 26,244 50,573

人　口（１月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

（単位：人）

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

３ 令
和
５
年

N
o.263

広
報

１
月
15
日
㈰
、
石
央
文
化

ホ
ー
ル
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ウ
イ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定
期
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

声
楽
家
の
岡
施
孜
さ
ん
や
冨

重
百
音
さ
ん
、
浜
田
高
校
吹
奏

楽
部
と
の
コ
ラ
ボ
、
混
声
合
唱

団
を
バ
ッ
ク
と
し
た
迫
力
満
点

の
ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
、
多
彩
な

音
色
が
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。

今月の表紙
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